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(54)【発明の名称】 無機ＥＬディスプレイ用背面基板

(57)【要約】
【目的】  ６５０～７００℃で焼成されても熱変形が起
こらず、軽量化、大型化が可能な無機ＥＬディスプレイ
用背面基板を提供することを目的にする。
【構成】  歪点が６２０℃以上、３０～３８０℃の温度
範囲における熱膨張係数が５０～１００×１０-7／℃の
耐熱ガラスからなることを特徴とする。



(2) 特開２００２－２５７６０

10

20

30

40

50

1
【特許請求の範囲】
【請求項１】  歪点が６２０℃以上、３０～３８０℃の
温度範囲における熱膨張係数が５０～１００×１０-7／
℃の耐熱ガラスからなることを特徴とする無機ＥＬディ
スプレイ用背面基板。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】本発明は、無機ＥＬ（エレクトロ
ルミネッセンス）ディスプレイ用背面基板に関するもの
である。
【０００２】
【従来の技術】無機ＥＬディスプレイは、薄型軽量で表
示が鮮明であり、画像の微細化が容易であるため高品位
画像が実現でき、フルカラー化が可能であるなど、多く
の利点を有するため、今後表示装置として益々普及する
傾向にある。
【０００３】無機ＥＬディスプレイは、例えば図１に示
すように、背面基板１０上に金属電極１１、第１の誘電
体層１２、無機ＥＬ発光体層１３、第２の誘電体層１
４、ＩＴＯ電極１５、ＲＧＢカラーフィルター１６、前
面基板１７が順番に積層された構造を有している。
【０００４】このような構造を有する無機ＥＬディスプ
レイは、金属電極１１とＩＴＯ電極１５に電圧を印加し
て無機ＥＬ発光体層１３を励起することにより光を発生
させ、これをＲＧＢカラーフィルター１６で色変換する
ようになっている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】現在、無機ＥＬディス
プレイは、家庭用テレビ等に利用することが試みられて
おり、大型ディスプレイ用として、４０～６０型程度の
大きさの基板が要求されている。また１２型以下の小型
ディスプレイを作製する場合でも、１枚毎に背面基板を
作製するよりも、一旦大型基板を作製してから、それを
複数枚に分割切断する方が、遙かに生産効率が高いた
め、この面からも基板の大型化が望まれている。
【０００６】従来より無機ＥＬディスプレイの製造工程
において、背面基板に誘電体層や蛍光体層を形成するに
は、これらの材料をペースト法等で背面基板に塗布し、
乾燥した後、約８００℃で焼成する方法が採られてい
る。そのため、背面基板としては、耐熱性の高いアルミ
ナ基板が主に使用されている。
【０００７】ところがアルミナから大型基板を作製する
ことは非常に困難であり、コストが極めて高くなるとい
う問題がある。しかもアルミナ基板は、密度が４ｇ／ｃ
ｍ3程度と大きいため、無機ＥＬディスプレイの軽量化
を図る際の大きな障害となっている。
【０００８】一方、無機ＥＬディスプレイの前面基板と
しては、安価なソーダライムガラス基板が使用されてお
り、このガラス基板は、大板状に成形可能で、密度も低
いが、これを８００℃の高温で焼成すると、熱変形を起
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こすため、背面基板としては使用できない。
【０００９】近年、無機ＥＬディスプレイの生産コスト
を下げるため、焼成温度の低温化が図られ、現在では６
５０～７００℃程度の温度で均一な誘電体層や発光体層
を形成する技術が開発され、満足な色純度のディスプレ
イを作製できるようになってきているが、このような焼
成条件であっても、背面基板としてソーダライムガラス
基板を使用すると、やはり熱変形を起こす。
【００１０】従ってソーダライムガラス基板を背面基板
に用いようとすると、誘電体層と発光体層の焼成を６５
０℃以下の温度、すなわちガラス基板が熱変形しない温
度で行う必要があるが、このような低温焼成では、均一
な誘電体層や発光体層は得られず、無機ＥＬディスプレ
イの色純度が著しく悪くなり、使用に耐えなくなる。
【００１１】本発明は、上記事情に鑑みなされたもので
あり、６５０～７００℃で焼成されても熱変形が起こら
ず、軽量化、大型化が可能な無機ＥＬディスプレイ用背
面基板を提供することを目的とする。
【００１２】
【課題を解決するための手段】本発明の無機ＥＬディス
プレイ用背面基板は、歪点が６２０℃以上、３０～３８
０℃の温度範囲における熱膨張係数が５０～１００×１
０-7／℃の耐熱ガラスからなることを特徴とする。
【００１３】
【発明の実施の形態】本発明の無機ＥＬディスプレイ用
背面基板は、歪点が６２０℃以上であるため、６５０～
７００℃で焼成されても熱変形を起こすことがない。本
発明者等の知見によると、ガラス基板の歪点が５２０℃
以上であれば、６５０～７００℃で焼成しても熱変形は
起こらないが、歪点が６２０℃未満では焼成時にガラス
基板が熱収縮し、基板のパターンずれが起こりやすいた
め、特にディスプレイを高精細化した場合に問題とな
る。従って、本発明で歪点を６２０℃以上に規定したの
は、基板の熱変形と共に、ディスプレイを高精細化した
時のパターンずれも防止するためである。本発明におけ
るガラスの歪点の好ましい値は、６３０℃以上であり、
より好ましい値は、６４０℃以上である。
【００１４】さらに本発明の無機ＥＬディスプレイ用背
面基板は、３０～３８０℃の温度範囲における熱膨張係
数が５０～１００×１０-7／℃（好ましくは、６０～９
０×１０-7／℃）であり、前面基板や誘電体材料の熱膨
張係数と近似しているため、これらの材料との間で熱応
力が発生することもない。
【００１５】また、このような耐熱ガラス基板は、大板
状に成形可能であるため、４０～６０型の大型ディスプ
レイ基板を安価に作製することができ、しかも一旦、大
板ガラスを作製してから、それを複数枚に分割切断する
ことによって、１２型以下の小型ディスプレイ基板を安
価に作製することが可能である。
【００１６】本発明の背面基板は、周知の板ガラス成形
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法、すなわちフロート法、ロールアウト法、スロットダ
ウンドロー法、オーバーフローダウンドロー法によって
作製することができ、これらの方法によって大型の基板
状に成形することが可能である。
【００１７】また本発明の無機ＥＬディスプレイガラス
基板は、上記した特性に加えて、溶融性、成形性、加工
性等を考慮すると、質量％で、ＳｉＯ

2
  ４５～８５

％、Ａｌ
2
Ｏ
3
  ０～２０％、ＭｇＯ  ０～１５％、Ｃａ

Ｏ  ０～１５％、ＳｒＯ  ０～１５％、ＢａＯ  ０～１
５％、Ｌｉ

2
Ｏ  ０～２％、Ｎａ

2
Ｏ  ０～１５％、Ｋ

2

Ｏ  ０～２０％、ＺｒＯ
2
  ０～１０％、Ｂ

2
Ｏ
3
  ０～

５％、ＴｉＯ
2
  ０～５％、Ｐ

2
Ｏ
5
  ０～５％の組成を

有することが好ましい。
【００１８】ただしガラス中に多量のＮａ

2
ＯとＫ

2
Ｏが

含まれていると、焼成時にガラス中のアルカリイオンが
誘電体層等に拡散し、特性の劣化を招きやすいため、Ｎ
ａ

2
ＯとＫ

2
Ｏの合量を１０質量％以下に抑えることが望*

4
*ましい。
【００１９】また本発明では、背面基板の密度が低くな
るほど、無機ＥＬディスプレイの軽量化が図れるため好
ましく、具体的には、密度を３．０ｇ／ｃｍ3以下（好
ましくは、２．８ｇ／ｃｍ3以下）にすることが望まし
い。
【００２０】
【実施例】以下、本発明を実施例に基づいて詳細に説明
する。
【００２１】表１、２は、本発明の無機ＥＬディスプレ
イ用背面基板の実施例（試料Ｎｏ．１～９）と比較例
（試料Ｎｏ．１０）を示すものである。尚、比較例であ
るＮｏ．１０の試料は、建築用窓板ガラスとして市販さ
れているソーダライムガラス基板である。
【００２２】
【表１】

【００２３】 【表２】
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【００２４】表中のＮｏ．１～９の各試料は、次のよう
にして作製した。
【００２５】表の組成となるようにガラス原料を調合
し、白金ポットで１５５０℃で５時間溶融した後、カー
ボン板上に流し出すことによってガラス基板を作製し
た。
【００２６】こうして得られた各試料について、各種の
特性を評価し、その結果を表に示した。
【００２７】表から明らかなように、実施例であるＮ
ｏ．１～９の各試料は、歪点が６２０℃以上であるた
め、６５０～７００℃で焼成しても熱変形やパターンず
れが起こらず、また熱膨張係数が７３～８７×１０-7／
℃であるため、前面基板や誘電体層との間で熱応力が発
生することもないと考えられる。さらに、これらの試料
は、密度が２．７７ｇ／ｃｍ3以下と低いため無機ＥＬ
ディスプレイの軽量化が図れることが理解できる。
【００２８】それに対し、比較例であるＮｏ．１０の試
料は、歪点が低いため、これを無機ＥＬディスプレイの
背面基板として用い、６５０～７００℃で焼成すると、
熱変形が起こるものと思われる。
【００２９】尚、表中の歪点と徐冷点は、ＡＳＴＭ  Ｃ
３３６－７１の方法に基づいて測定し、軟化点は、ＡＳ
ＴＭ  Ｃ３３８の方法に基づいて測定した。熱膨張係数
は、ディラトメーターを用いて、３０～３８０℃におけ
る平均熱膨張係数を測定した。密度は、周知のアルキメ
デス法によって測定した。
【００３０】
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【発明の効果】以上のように本発明の無機ＥＬディスプ
レイ用背面基板は、歪点が６２０℃以上と高く、熱膨張
係数が５０～１００×１０-7／℃であるため、６５０～
７００℃の高温で焼成されても熱変形やパターンずれを
起こさず、前面基板や誘電体材料との間で熱応力が発生
することもない。
【００３１】また本発明の無機ＥＬディスプレイ用背面
基板は、耐熱ガラスからなり、大型基板を安価に作製す
ることが可能であるため、４０～６０型の大型の家庭用
テレビ等の製造が可能となり、また小型ディスプレイに
用いられる際には、生産性の大幅な向上が図られる。
【００３２】さらに本発明の無機ＥＬディスプレイ用背
面基板は、アルミナ基板に比べて、密度が低いため、デ
ィスプレイの軽量化を図ることが可能であり、大型テレ
ビに好適である。
【図面の簡単な説明】
【図１】無機ＥＬディスプレイの構造を示す説明図であ
る。
【符号の説明】
１０  背面基板
１１  金属電極
１２  第１の誘電体層
１３  無機ＥＬ発光体層
１４  第２の誘電体層
１５  ＩＴＯ電極
１６  ＲＧＢカラーフィルター
１７  前面基板
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